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７．プロジェクトの目的（４００字程度）
　本プロジェクトの目的は、グローバル化する現代社会における宗教復興を再帰性の観点から考察することで、流動化する世界における人びとと宗教の関係性を捉え直すことにある。これにより、同時多発的に起きつつある宗教復興の質的変化とその共通性を明らかにするとともに、文化人類学者・地域研究者を中心としつつも他分野を含めた学際的な研究基盤を整えることを目指す。
　従来の研究において、宗教復興をめぐっては、修正派世俗化論もしくは反世俗化論によって分析されてきた。しかし、これらの研究はいずれも宗教を量的に捉える傾向が強く、その質的な変容を十分に論じてきたとは言い難い。さらに、従来の研究では、国家や「社会」を「世俗化」などの枠組みの前提としてとらえているために、移動・移住者・越境といったグローバル状況における宗教復興をとらえ切れていないと思われる。そこで本プロジェクトでは、再帰性の概念を踏まえたうえで、現在的状況の中で人びとが宗教に対してどのような反省・省察を行い、またそれが当該宗教の変容にどのようにつながっているのかを明らかにする。なかでも、西洋近代的な「宗教」概念の非西洋社会への浸透、そしてその社会的・文化的影響に注目し、自らの宗教を新しい視点から捉え直そうとする人びとの認識に迫る。
こうして得た資料をもとに、現代社会における宗教復興について、量的／要素還元的にではなく、質的／関係論的な視点からその実態を明らかにするだけでなく、グローバル化しつつある世界を前提とした様々な宗教の動向に横断的にアプローチするための枠組みを検討する。
８．プロジェクトの必要性（８００字程度）
本プロジェクトの必要性はつぎの３点に集約される。第一に、グローバル化が進展し多文化状況にある現代社会を読み解くうえで、宗教復興の理解が欠かせないことがある。イスラーム過激主義、イスラーム国（IS）、キリスト教原理主義、ヒンドゥナショナリズム、儒教回帰運動、神道ナショナリズムなど、国民国家だけでなく、国際関係を揺るがしている。同時に、ラスタファリズムやペンテコスタリズムなど、内的なスピリチュアリズムを中核に据えた運動も影響力を拡大している。このような状況は、個別の宗教や地域に関する研究、あるいは既存の政治学、経済学などの社会科学的アプローチでは十分に補足できていないといえよう。人・モノ・情報の越境と流動化が加速的に進展するなか、なぜ宗教が復興傾向を強めているかを解明することの必要性は高まっている。
第二に、説得力を失った世俗化論に代わる理論枠組みの構築が急がれることである。世界的な宗教復興を前にして、近代化・グローバル化への抵抗、ナショナリズムの高揚、原点回帰としてのイスラーム復興などの要因がこれまでに指摘されてきた。しかし、これらの研究は宗教のある特定の側面や文脈に注目するものが大半を占めており、包括的な理論構築には至っていない。そこで本プロジェクトでは、再帰性の概念を踏まえて、宗教復興を担う人びとの同時代的な認識に注目する。ギデンズは、近代の特徴として再帰性を挙げ、近代においては再帰的に組織化された知識が宗教的世界観に取って代わったと述べているが、同様のことは宗教そのものに対しても適用できる。本プロジェクトは、人びとの反省・省察とその背景にあるシステムおよびアクター相互の関係性を読み解くことで、宗教復興および宗教の再秩序化に関する統合的な理解を進めるものである。
第三に、日本社会における本プロジェクトの現代的意義である。東日本大震災における宗教者・宗教組織の救援および復興支援活動に注目されて以降、地域社会における宗教、とくに仏教の役割を再評価する機運が高まっている。家族・親族関係や地縁の希薄化するなか、宗教組織を媒介とする社会関係資本およびセーフティーネットの構築に関心が集まっている。こうした現象に対して宗教学・宗教社会学的な研究が盛んに行われているが、そこでは宗教による実践的な社会貢献が前提になっており、必ずしも人びとと宗教の関係性の変化等を緻密に分析するものではない。本プロジェクトは、震災を経験した人びとが、宗教との関係性およびその意義をどのように再定義し、今を生きているかに迫るという点でも重要な研究といえる。
９．プロジェクトの活動計画（８００字程度）
本プロジェクトに参画する各研究者は、これまで長期間のフィールドワークを実施してきた調査地を有するとともに、当該国家・地域における宗教状況に関する知識も豊富である。具体的な調査地は、東アジア（日本、韓国）、東南アジア（インドネシア、ベトナム、タイ）、中東・北アフリカ（サウジアラビア、モロッコ）、オセアニア（オーストラリア、ソロモン諸島）、アフリカ（ウガンダ）、中南米・カリブ海地域（ジャマイカ、ガイアナ）などであり、これらの地域で調査・研究を遂行することで、世界的規模で生じている宗教の復興現象を広くカヴァーし、地域横断的な研究が可能になると考える。加えて、本プロジェクトで研究対象とする宗教に関しても、キリスト教、イスラーム、儒教、仏教を中心として、各地の民間信仰やアニミズムを視野に入れつつ、それらを対置するのではなく、相互浸透や脱領域的性に着目する。
活動の中心は、まずはそれぞれのこれまでの研究の蓄積を持ち寄り、その共通点と相違点を突き合わせながら課題を明らかにし、視点や枠組みを検討する。基本的には非西洋社会を研究対象としており、西洋近代的な「宗教」概念との非西欧社会への浸透とその影響、グローバル状況における変化という視点をまず出発点とする。また、現在の再帰的宗教運動が、単に信仰の問題だけでなく、環境問題や医療問題、経済活動、政治運動、市民運動など、多様な領域に広がる特徴を持っていることを考慮し、関連する他分野の研究者を招き（将来的には共同研究の組織化のために）、議論や意見交換を行う。必要があれば、このプロジェクトに向けた基礎的情報を得るための短期の予備的調査を行う。また、神戸大学大学院出身のポストドクターを中心に海外に派遣し、研究補助およびそれぞれ本プロジェクトに関連する調査研究を実施する予定である。
本プロジェクトは、以上のような地域および宗教に関する幅広い調査・研究を実施することで、複雑かつ多元的な宗教復興のメカニズムの包括的かつ横断的な理解を可能にするための視点や方法論など基礎的な枠組みの構築を目指すものである。加えて、神戸大学の他部局や他大学の研究者を含めたプロジェクトに発展させることを将来的な目標としており、そのための予備的報告（国際文化学紀要、近代など）、学会発表（日本文化人類学会、「宗教と社会」学会、移民学会、各地域研究学会など）を通し、外部資金獲得に向け業績を積み上げる。
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